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技術センター事業から府内立地企業の紹介

※各催しの参加費は無料です。当センターWebページからお申し込みください。（先着順。定員になり次第受付終了）
※各催しの内容は多少変更になる場合があります。詳しい情報と併せて、随時Webページでお知らせします。

研究発表会　第一部
第一部では、平成２８年度に取り組んだ研究のうち、企業の現場ニーズに即した課題や未来を見据えたテーマな
どの成果を発表いたします。併せて当センターからの委託研究についても、発表いただきます。

８
月
１
日（
火
）

８
月
２
日（
水
）

10:00-11:45

研究発表会　第二部
第二部では、平成２８年度研究のうち、企業の皆様が当センターを利用される際、より有益な結果をお持ち帰り
いただくために取り組んだ成果を発表いたします。

10:00-11:45

ポスターセッション＆交流会（８月２日発表分の研究テーマも含む）
それぞれの研究成果をまとめたポスターの横に研究者が立ち、内容や成果について説明いたします。

11:45-13:00
（ポスター展示は
8月1日・2日
9:00～17:00）

施設見学ツアー　「一般見学コース」
当センターの代表的な研究室や技術開発室等を、職員のガイドで巡っていただくツアーです。

①13:15-14:15
②14:30-15:30

研究成果発表会と施設公開のご案内
　当センターでは、業界ニーズに基づくテーマを設定し、企業の皆様や大学などと
連携を図りながら研究開発や調査研究などを行っています。
　その成果の実用化や普及のために、研究成果の発表会を開催します。また、当セ
ンターの施設や機能などを知っていただくための催しも実施します。この機会にぜ
ひセンターへお越しください。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

●定員／80名　●会場／５階 研修室（京丹後市、綾部市、精華町の３会場へライブ中継予定）

●会場／５階 交流サロン　※この催しは申し込み不要です。

●定員／各回とも１０名　●会場／各研究室（まず1階 ロビーにお集まりください）

施設見学ツアー　「利用目的別コース」
当センターの代表的な研究室や技術開発室等を、職員のガイドで巡っていただくツアーです。

①13:30-14:15
②14:30-15:15
③15:30-16:15 ●定員／各回とも１０名　●会場／各研究室（まず1階 ロビーにお集まりください）

●定員／80名　●会場／５階 研修室（京丹後市、綾部市、精華町の３会場へライブ中継予定）

地域元気宣言の

京都北都信用金庫

創業を決意された方の「夢」あるチャレンジをサポートします！

ほくと創業支援ローン
創業に必要な設備資金・運転資金にご利用下さい。創業に必要な設備資金・運転資金にご利用下さい。

けいはんな学研都市への立地の効果
　当社は、2007年にけいはんな学研都市の精華・西木津地区に進出し
ました。1973年の創業以来、東大阪エリアで業容と工場規模を拡大し
てきましたが、タイトな納期を守りながら受注生産をする中で、研究開発
スペースは取れない状況でした。それを解決するために、1000坪以上
の用地が必要でした。複数の候補からこの地を選ぶ決め手となったの
は、京都府と精華町の方の熱意と優遇制度でした。操業から5年以内の
設備投資に対する府の助成制度（10パーセントの設備補助金）を活用で
きたことも大きく、このときに、製造ラインと完全に隔離する形で実験棟
を設け、独自の試験装置をたくさん揃えることができました。それが今、
自社製品の研究開発だけでなく業態拡大にもつながっています。直近
の決算では、大手企業からの試作品の金属疲労等評価事業によるサー
ビスの売り上げが10分の１を占めるまでになりました。
　「京都」のブランド力の大きさも感じています。顧客企業は、20年前
の10社程度から、今は500社を超えています。売上・利益も増加してお
り、社員数は23名から47名に増えました。多くの中小企業が人手不足
で苦労されている中で、採用募集でも非常に多くの応募があり、数だけ
でなく、質の面でもレベルの高い人が入ってくれます。地元のハロー
ワークのマッチング会や、地元の大学や高校等からも採用しています。
社員の平均年齢は38歳です。10歳代から70歳代までの社員が一緒に
仕事をしていく中で全体の技術力が上がっています。また、大学との連
携も進めており、京田辺市にあ
る同志社大学とは国立研究開
発法人新エネルギー・産業技術
総合開発機構(NEDO)の平成
28年度中堅・中小企業への橋
渡し研究開発促進事業にも採
択され、共同で事業を進めてい
るところです。

注目される「アナコンダ工法」
　2年前に水道分野にも参入し、老朽管を残したまま長尺のフレキシブ
ル継手をワイヤー
で引っ張りこんで
作業する「アナコ
ンダ工法」を展開
しています。広範
囲の開削が不要で
施工期間が短く、
曲管にも対応可能
で、更に、敷設する
シナプスフレキに

研究開発型で先行者利益を追求する
伸縮管のスペシャリスト
　エネルギーや鉄鋼、水処理などさまざまなパイプラインに使用される伸縮管継手をベースに事業展開する日本
ニューロン株式会社。茨城県東海村の大強度陽子加速器（ニュートリノ・ビームライン)や岐阜県神岡町の重力波
観測望遠鏡(KAGURA)に採用されるなど技術力が高く評価されている同社の発展の秘訣とさらなる展開につ
いて、代表取締役 岩本泰一氏にお話しを伺いました。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

代表取締役 岩本 泰一 氏

Comp a n y  D a t a 日本ニューロン株式会社
●代　表　者／代表取締役 岩本 泰一
●所　在　地／本社・工場　〒619-0237 京都府相楽郡精華町光台3-2-18
●電　　　話／0774-95-3900 ●ファクシミリ／0774-95-3905
●設　　　立／1973年9月 ●資　本　金／3,000万円
●従　業　員／47人(本社・工場42人)
●事 業 内 容／◎製品：伸縮管継手(金属・非金属)、ベローズ(熱交換器用・超高真

空用)、特殊径長尺パイプ(超薄肉・超厚肉)、フレキシブルチューブ、
ダンパ(大口径バルブ)、液圧バルジ成形品、特殊圧力容器

　　　　　　　◎サービス：構造設計、構造分析・応力解析、材料検査・成分分析、疲
労試験、耐圧及び真空試験、３次元測定

実験棟

は耐久性、耐食性、耐震性があります。この分野は、まさに当社の出番だ
と考えており、今後も注力していく計画です。

創業50周年に向けて
　6年後に迎える創業50周年に向けたビジョン「クリエイティブ50」を
策定しています。最も大事なのは、「社員の幸せ、ニューロンの繁栄、顧
客の感動」。そのために重要視しているのは「先行者利益」です。研究開
発を起点に競争の少ないところで、利益を上げていく「ブルーオーシャ
ン戦略」です。それを実現するために、“Tomorrow！”TEAMと
“Today！”TEAMの二本立てで事業展開しています。シーズが出たら
Tomorrowで研究開発し、収益が出るようになればTodayに移行させ
るのです。けいはんな移転後、TomorrowからToday（収益享受）への
移行プロジェクトは12件、また現在Tomorrow進行中は６件あります。

　当社の社是は「Be Comfortable！こころよく、ここちよく！」で、人の
心を重んじる思いが込められています。「社員満足が顧客感動に直結
する」を経営理念に、これからもけいはんな学研都市から、夢や感動を
呼ぶ製品を提供していきます。

クリエイティブ50ビジョン

昨年の様子

京都府への立地を生かして発展する企業をご紹介します。

日本ニューロン株式会社

交通量が多い国道横断工事に使用。
引き込み工事は約30分で終了。

シナプスフレキを
立ち上がりまで使用

シナプスフレキ到達

ドラム設置後、引き込み開始

小さい立坑でも
施行可能

既設管に曲がりが
あっても工事可能

〈けいはんな学研都市〉


